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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）         2022/05/07 

あっさり黙示録 

＃15『天下無双の 2 人の預言者とは』 

黙示録 11 章・ゼカリヤ書 4 章 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏  
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日はあっさり黙示録 第15回目です。ようこそいらっしゃいました。

さて、11 章 1 節-13 節は、艱難時代の中間地点で起こる出来事を、挿入の形で説明している箇所で

した。なぜその説明が必要なのか。艱難時代後半 3 年半を理解するためには、前もって登場人物や

時代背景を知っておくことが必須の情報だからです。 

 

前回は、艱難時代に突入してちょうど 3 年半後に、エルサレム神殿が、なんと反キリストを礼拝する

ための神殿になり下がってしまうというお話でした。今日は、艱難時代に突入して 3 年半に至るま

での間に、特にイスラエルを中心に活躍した 2 人の預言者について解説しましょう。 

 

艱難時代に入ると 144,000 人のユダヤ人たちが世界中に出て行き、駆けずり回って、世界中の人々

に御国の福音、「イエスこそ全人類の救い主/メシアである」ということを宣べ伝えてくれます。 

そして、今の時代が黙示録が言っている艱難時代だということを語り、時代の正体を暴きつつ真実

を証ししてくれるんですね。この 144,000 人が語る相手は、主に世界中の異邦人、及びイスラエル

以外に住んでいるユダヤ人も当然含まれると思います。 

 

しかし、イスラエルに留まってエルサレムを舞台に 3 年半、真実を・御国の福音を語る預言者が 2

人出て来るんですね。同じ時期にエルサレムでユダヤ人に向かって黙示録を語り、ナザレのイエス

こそメシアであるという真実を語り、反キリストの正体を暴いて、救済の道を示す 2 人の預言者。 

 

黙示録 11 章 3 節 

わたしがそれを許すので、わたしの二人の証人は、粗布（あらぬの）をまとって千二百六十日間、預

言する。 

 

二人の証人のコスチュームが気になりますね。粗布をまとっている。お祝いごとで着るのは晴れ着

です。お葬式では喪服。粗布はある意味喪服です。嘆き悲しみを表現するというメッセージ性を伴

う衣服が粗布なんですね。 

 

「艱難時代 7 年間はどの時代も苦しいけど、特に後半 3 年半、イスラエルは大変な苦しみの中に入

って行くんだ。ナザレのイエスこそ本当のメシアである。この方に返らなければならない。」 

こう力説する２人は、それを拒むユダヤ人の上に下る裁きを考える時、嘆かずにはおれなかったん

ですね。粗布をまとって千二百六十日間（3 年半）、預言する。 

 

この２人を別の表現で 11 章 4 節 

彼らは、地を治める主の御前に立っている二本のオリーブの木、また二つの燭台である。 

オリーブの木であり燭台である。燭台は灯りをともす皿を支える灯火台のことで、メノラーと言い

ます。7 つの灯火を支える 1 つの燭台。 
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二本のオリーブの木であって二つの燭台である。非常に変わった形容の仕方ですが、これは、読者

が旧約聖書を既に知っているということを前提に書かれている表現なんです。 

 

旧約聖書に、その表現で紹介されている人物たちが出てきます。 

ゼカリヤ書 4 章の後半。イスラエルを表す燭台があって、その左右に 1 本ずつオリーブの木が立っ

ています。このオリーブの木から燭台に管が繋がっていて、オリーブオイルが絶え間なくずっと供

給され続けているので、燭台は油切れになることなく煌々と輝くんですね。 

燭台はイスラエルを表します。イスラエルを輝かせ、元気づけ、証し人として必要なエネルギー・励

ましの言葉を供給し続ける、オリーブオイルの供給者のような 2 人の証人を預言しているんです。 

ゼカリヤ書 4 章 11 節‐14 節 

私（ゼカリヤ）は彼に尋ねた。「燭台の左右にある、この二本のオリーブの木は何ですか。」 

そして再び尋ねた。「二本の金の管によって金の油を注ぎ出す、このオリーブの二本の枝は何ですか。」 

すると彼は私にこう言った。「あなたは、これらが何であるかを知らないのか。」 

私は言った。「主よ、知りません。」 

彼は言った。「これらは、全地の主のそばに立つ、二人の油注がれた者だ。」 

 

ゼカリヤが活動していた時代は、第二神殿を再建している最中でした。その間いつも横槍や妨害が

入って、ユダヤ人たちは心くじかれそうになります。そんなユダヤ人を励ますために、2 人の指導者

が立てられました。大祭司ヨシュアと総督ゼルバベル。この 2 人のユダヤ人指導者の励ましによっ

て、意気消沈していたユダヤ人たちが奮い立ち、もう一度 神殿再建に取り組もうと立ち上がるんで

すね。 

 

そういう事があったというのを頭に入れながら、先ほどの黙示録 11:4 彼らは、地を治める主の御

前に立っている二本のオリーブの木、また二つの燭台である。 

二本のオリーブの木は、まるでオリーブオイルで滴っている木のように、聖霊で満たされている２

人の証人のことです。 

二つの燭台。燭台はランプです。暗黒時代/暗闇の艱難時代に希望の光を照らす２人の証人。 

いったい彼らは誰なんでしょう。この時代に救われる２人のユダヤ人なので、この時代にならない

と分かりません。 

 

さて、この２人の証人はユダヤ人社会に大きな衝撃を与えるんですねぇ。というのは、非常な説得

力をもって力強い証しをしたんです。その力強さには１つ理由がありました。奇跡を伴ったんです。 

 

6 この二人は、預言をしている期間、雨が降らないように天を閉じる権威を持っている。天候を左右

する力がある。また、水を血に変える権威、さらに、思うままに何度でも、あらゆる災害で地を打つ権

威を持っている。 

 

かつてモーセは10の災害でエジプトを打ちましたが、10どころの話じゃないんです、この人たちは。 

思うままに何度でも、あらゆる災害で地を打つ権威を持っている。しるしを求めるユダヤ民族は、

「旧約聖書時代に登場したどの預言者よりもたくさんの スケールのでかい奇跡を、次々思うままに

繰り出すこの 2 人の預言者はいったい何者なんだ?!」と彼らの言葉に耳を傾けるでしょう。 
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そして心を動かされて、「ナザレのイエスこそユダヤ人のメシアなのだ」と気づく人たちがたくさん

起こされるに違いありません。 

 

もちろん彼らのメッセージは、普通のユダヤ人が聞いたらカチン！とくる内容ですよ。 

おそらくヘブル人への手紙の内容が、彼らのメッセージの中に出て来るんじゃないかと思うんですね。 

 

この時は神殿が建っていて、艱難時代前半 3 年半の間、そこで一生懸命ユダヤ教の儀式をやってる

んですが、ヘブル人への手紙には「神殿礼拝、全くムダ！」ということが書いてあるんです。 

神殿礼拝は既に廃れているもの。本物の神殿で、本物のメシアで、ユダヤ人にとって必須のいけに

えとなってくださった方、いけにえで 大祭司で 礼拝の対象である方、それはナザレのイエス。 

ナザレのイエスを除外しておいて、儀式的に神殿礼拝をなんぼやってもマッタクの無駄。 

それは、迷った道に堕落していくことである。ということがヘブル人への手紙の内容なんですね。 

 

これを、一生懸命エルサレム神殿で礼拝しているユダヤ人が聞いたらどう思いますか。 

「ナニぬかしとんじゃー!」と、カチーンくるんじゃないですか。 

宗教的に熱心であればあるほど、この 2 人を亡き者にしようと迫害するに違いないのです。 

 

しかし、5もしだれかが彼らに害を加えようとするなら、彼らの口から火が出て、敵を焼き尽くす。 

もしだれかが彼らに害を加えようとするなら、必ずこのように殺される。 

 

無敵じゃないですか、この人たち。奇跡は行い放題。まっすぐに御国の福音を語り続ける。 

どんな預言者よりも凄い奇跡を次々に起こす。しるしを求めるユダヤ人たちが納得するまで、思う

存分 しるしと奇跡で福音の真実を立証します。だれも彼らを止めることはできません。 

 

と思われたその時、7 二人が証言を終えると、底知れぬ所から上（のぼ）って来る獣（反キリスト）

が、彼らと戦って勝ち、彼らを殺してしまう。 

 

暗殺されて死んだはずの反キリストが生き返って、２人の証人と戦い、彼らは敗北して殉教者とな

ってしまうんです。善が悪に敗れてしまうのか?! 正義が悪に屈服するのか?!  

いや。屈服したかに見えて、実はとんでもないどんでん返しが控えていたんです。 

次回はそれを見たいと思います。 

 

もしよろしければ、チャンネル登録もお願いします。 

また このチャンネルでお目にかかりましょう。それまで皆さん、お元気でいてください。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


